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論文内容の要旨
日的
1936年 Caspersson により顕微分光法が始められて以来，組織化学的定量は，医学，生物学の多くの分
野に於て利用きれて来た。殊に Feulgen 反応、を用いての核当り DNA 量の研究は枚挙にいとまがないD
然し乍ら現在までの研究に於ては無作為抽出によって核を選れしており，組織の段階で選れ，定量し得る
本法の特長を十分生かしたものとはいえない。よって本研究に於ては正常肝及び肝切除後再生肝での po­
lyploid の発達，変動をその肝小葉内局在性を考慮し乍ら検討した。
成長に伴う推移
生後1 ， 2, 3, 5, 7, 12週の Sprague-Dawley 系白鼠(雄)の肝細胞一個当りの DNA 量を Feulgen
染色切片について組織化学的に定量した(顕微分光々度計使用)。 測定は肝中心静脈よりグリソン氏鞘に
わたり設定した帯状部分(一匹の鼠当り 4 ，......， 7 個所)内に含まれる測定可能なもの全部を対象として行い，
測定後各帯状部分を三等分し(中心帯，中間帯，周辺帯) ，各部分毎に集計して得られた ploidy pattern を
検討した。
結果
Tetraploid は週を追って漸増し 5 ，......， 7 週で増加の度合は特に著しい。 5 週以後では higher ploidy class 
(Tetraploid を越えた DNA 量をもつもの)が出現する。二核細胞の増加は 5 週を頂点としている。こ
れを小葉内の三部分に分けて見ると生後 7 週， 12週で、は中心帯の Tetraploid は他の部分よりは低い出現
率を示している。叉周辺帯に於て二核細胞は 5 週以後も他の部分の様な著減を示きない。
肝部分切除後の再生に伴う推移
生後 7 ，.....， 8 週の Sprague-Dawley 系白鼠(雄)を用い肝臓の内側左右葉及び外側左葉を切除した。切
除後， 1, 2, 3, 5, 7, 14 , 28日の再生肝につき前項同様の万法で肝細胞当りの DNA 量を測定し，叉同
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一片より肝細胞の核分裂頻度を算定した。
結果
全体としては Diploid は肝切除後 1 日目より急減し以後14 日目迄低値を保つが28 日目には対照(生後12
週)より高値を示した。 ploidy pattern で最も特徴的な変化は higher ploidy class (Tetraploid を越え
る DNA 量をもつもの-多数の aneuploid を含む)の激増で 2 日日に最高値を示して後急減， 7 日目に
再び小さい高値をもち以後漸減する。二核細胞は 2 日目迄増加し以後急減する。この 2 日目迄の二核細胞
増加は higher ploidy class に属する二核細胞の激増によるもので四倍イ本一二核細胞は却って切除 1 日後
より減少する。
小葉のづ.つの部分について検討すると higher ploidy class は最高値が何れも 2 日目にあるが中心帯で、
は以後漸減するのに対し，中間及び周辺帯では，最高値は中心帯より高く，叉その推移も 5 日日を谷とし
て 7 日目に再び高値を示しており二峰i性で、ある。
二倍体は何れも直後より減少し14日目迄は低値を保っている。ニ核細胞も概ね類似の附(，]をもつがその
増減状態は周辺帯に於て最も著しい。肝細胞の核分裂頻度は肝切除 1 日後に最高値を示し 2 日日には急減
している。
以上を検討すると肝部分切除後再生肝に於ける核当り平均 DNA 量の増加には higher ploidy class の
激増が大きく関与して居り，これを含めての ploidy pattern は rtt心帯とそれ以外とでは変動状態を異に
している。そして higher ploidy class に属する細胞の大部分は川抗体の民常核分裂の結果， 出現した細
胞ではないかと思われる D そして再生肝に於げる ploidy pattern はより高次の抗体形成の傾向を一過性
に示すことを特徴とするものであり，叉肝に於げるポリプロイドの附加は組織の反応性乃至活性の高さを
表現するものと思われる。
論文の審査結果の要旨
顕微分光測光法は組織化学の分野に於げる定量を可能ならしめた比較的新しい万法である。本法を用い
て行われた従来の研究で、はその顕微性が強調され個々の細胞成分の定量に主眼が置かれている。中でも細
胞核竺1 りの DNA 量を測定したものは数多い。
本研究は成長肝及び肝部分切除後再生肝を用い， 肝細胞当りの DNA 量とそのiJF小葉内における局在
牲との対応を試みたものであり， 顕微分光測光法による肝の ploidy pattern の研究を組織学の立場に一
歩近づけたものである。
生長に伴う推移
生後1 ， 2, 3, 5, 7, 12避の Sprague-Dawley 系白鼠(雄)の肝細胞一個当りの DNA 量を Feulgen
染色切片について組織化学的に定量した(顕微分光光度計使用)。測定は肝中心静脈よりグリソン氏鞘に
わたり設定した帯状部分(一匹の鼠肝当り 4 ，......， 7 ケ所)内に含まれる測定可能なもの全部を対象として行
い，測定後各帯状部分を三等分し(中心帯，中間帯，周辺帯)各部分毎に集計して得られた ploidy pattern 
を検討した。
。。
結果
Tetraploid は週を追って漸増し 5 ......， 7 週で増加の度合は特に著しい。 5 週以後で higher ploidy class 
(Tetraploid) を越えた DNA 量を持つもの)が出現する。二核細胞の増加は 5 週を頂点としている。こ
れを小葉内の三部分に分けて見ると生後 7 週， 12週で、は中心帯の Tetraploid は他の部分よりは低い出現
率を示している q 叉周辺帯に於て二核細胞は 5 週以後も他の部分の様な著減を示きない。
肝部分切除後の再生lこ伴う推移
生後 7 ......， 8 週の Sprague--Dawley 系白鼠(雄)を用い肝臓の内側左右葉及び外側左葉を切除した。切
除後1 ， 2, 3 , 5, 7 , 14 , 28 日の再生肝につき前項同様の方法で肝細胞当りの DNA 量を測定し，叉同一
切片より，肝細胞の核分裂頻度算定した。
結果
全体としては Diploid は肝切除後 1 日より急減し14 日目迄低値を保つが28日目には対照(生後12週)よ
り高値を示した。 ploidy patern で最も特徴的な変化は higher ploidy class (Tetraploid を越える DNA
量を持つもの一一多数の aneuploid を含む) の激増で 2 日目に最高値を示して後急減， 7 日日に再び小
さい高値を持ち以後漸減する。二核細胞は 2 日日迄増加し以後急減する。この 2 日目迄の二核細胞増加は
higher ploidy class に属するこ核細胞の激増によるもので四倍体一二核細胞は却って切除一日後より減
少する。
小葉の三つの部分について検討すると higher ploidy class は最高値が何れも 2 日目にあるが中間帯，
周辺帯では増加が特に著しい。この class の細胞は中間帯では以後漸増するのに対し，中間及び周辺帯で
は 5 日目を谷として 7 日目に再び高値を示しており二峰性である。
二倍体は何れも直後より減少し14日目迄は低値を保っている。二核細胞も概ね類似の傾向をもつがその
増減状態は周辺帯に於て最も著しい。肝細胞の核分裂頻度は肝切除 1 日後に最高値を示し 2 日目には急減
している。
以上を検討すると肝部分切除後再生肝における核当り平均 DNA 量の増加には higher ploidy class の
激増が大きく関与しており，これを含めての ploidy pattern は中心帯とそれ以外とでは変動状態を異に
してており higher ploidy class に属する細胞の大部分は四倍体の異常核分裂の結果・出現した細胞であ
ろう。そして著者は肝部分切除後再生肝の ploidy pattern はより高次の倍体形成への傾向を一過性に示
すことを特徴とするものであり，叉肝に於げるポリプロイドの増加は組織の反応性の高きを表わすものと
考えている a
かくの如く肝のポリプロイドの変動を組織中でのそれらの局在性を考慮し乍ら検討したことは顕微分光
測光法による肝の研究に新しい方向を示唆すると共に，その実験結果は細胞学の分野に重要な知見を提出
したものと考える。
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